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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、全国の自治体で実施された「スクールソーシャルワーク活用事業」の進展につい

て、各都道府県で実施されるスクールソーシャルワーカー研修の実態調査をおこない、特に教
員の実務者養成のあり方を検証した。

主な調査地域は、福島県を含む４自治体の地域で、実地踏査や資料収集をおこない、研修プ
ログラムの実際、教材活用、実習技法などの専門的な指導論のスタンダードを検討した。

また、各地の研修への講師として招聴を受ける機会を活用し、研修受講者への聞き取りやア
ンケート調査を通じて、実践的な研修プログラムの作成をおこなってきた。これらを元に、福
島大学大学院でのスクールソーシャルワーク関連科目の実施や福島大学教育実践研修講座での
「スクールソーシャルワーカー養成講座」で検証的に活用し、その内容を吟味した。それらの
成果は、別紙の論文や著書に示した。

研究成果の概要（英文）：

School social worker work with children,families,schools and communities to help students make 

the most of his/her educational experience.A student learning can be affected by a number of 

social,economic and emotional issues.School social worker must continue to be highly 

visible,credible and accountable.In Japan,an effort of the establishment and preparation advances 

by a district educational adoministration now.We have to query an ability and knowledge peculiar 

to it as a school social worker in school setting.Therefore,in this paper,I stand on guidance 

management hearing investigation from the practices equal to supervision in a social work section 

of Toronto district school board and want to think about an examination problem in training 

guidance in a talented person training(graduate school)stage and professional standerds and 

training. 
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１．研究開始当初の背景

今日、学校と医療、福祉、保健、司法等の

諸関係機関と連携協働する教師自身の力量

形成、及び、不登校や発達障害、児童虐待・

ネグレクトなどの問題解決に関わるチーム

ワークづくりやコーディネーターとしての

実践力形成に関するプログラム開発が求め

られている。また、その研修のための諸ツー

ル（アセスメントシートや教材等）の開発が

重要になる。

教育と福祉それぞれの行政的な結びつき

以上に、それぞれの専門職相互の関係意識に

ついて著しく乖離がある。本研究の開始にあ

たり、教師の指導文化と社会福祉の援助文化

とのズレを補正しつつ、共通する技術概念の

調整を行った上で、研究に取りかかった。

２．研究の目的

本研究の目的は、学校・家庭・地域をつな

ぐ学校ソーシャルワークの機能を活かした

実践力を、現職教員の研修段階において形成

する研修プログラムの開発とその実効性の

検証にある。

主に、学校において福祉専門職を適切に

活用できる教師自身の力量や学校の活用体

制の課題がある。スクールカウンセラーも

同様に、こうした「外部人材」をめぐるチ

ームワーク論や相互援助技術は個々の学校

や教師にその研鑽が委ねられることが多か

った。今後、こうしたテーマに関して、生

徒指導や教育相談、特別支援教育コーディ

ネーターの担当教師や養護教諭、教育委員

会・指導主事等への研修状況とその課題、

そして具体的な研修のプログラムや演習の

内容モデルの開発が緊急課題の段階になっ

てきている。 教師が医療、福祉、保健、

司法などのヒューマンサービスの専門職と

の多職種チームを形成する際に、異職種と

肩を並べ問題解決に取り組み、それぞれの

社会的職務や専門性を活性化し、つないで

いくコーディネートの担い手となりゆく教

師への支援環境は重要となる。

このことは、児童生徒に携わる様々な領

域や分野の専門性を地域横断的につなぎ、

それを活性化する専門性の能力開発という

意味で、教師のみならず、連携、チームワ

ーク、ネットワークの構成員である他の領

域スタッフにとってもその共有化をはかる

ものとなる。

３．研究の方法

これまでに全国の自治体で実施された「スク

ールソーシャルワーク活用事業」の現状調査

及び県内の動向調査の報告書を作成する。

また、スクールソーシャルワーカー研修の実

態調査をおこないつつ、実務者養成のあり方

のマニュアル、ガイドブックを作成し、福島

県内の他、３県で研修会を実施し、詳細の修

正検討をおこなう。研修プログラムの実際、

教材活用、実習技法などの専門的な指導論の

スタンダードを検討する。

また、各地の研修への講師として招聴を受け

る機会を活用し、研修受講者への聞き取りや

アンケート調査を通じて、実践的な研修プロ

グラムの作成をおこなう。

これらの検証にあたり、福島大学大学院での

スクールソーシャルワーク関連科目の実施

記臥福島大学教育実践研修講座での「スクー



ルソーシャルワーカー養成講座」を活用する。

４．研究成果

(1)教師個人、あるいは校内の関係委員会の

一員として、医療、福祉、保健、司法等の

諸機関との連携に関わる実践的な力量形成

について、今日、都道府県教育委員会（教

育事務所や教育センター等）による現職教

員研修ではどのような方法、内容、プログ

ラム、体制で研修が実施されているのかに

ついて、その動向と課題を明らかにした。

(2)学校におけるいじめや不登校問題、AD
HDなどの発達障害、学業不振、非行、被

虐待児、特別なニーズをもつ児童生徒への

対応について、教師（学校）が地域の関係

機関職員や保健福祉医療行政の担当者（保

健師、家庭児童相談員等）、地域住民（主

に民生委員、主任児童委員、保護司、健全

育成関係等）とのチームワークやネットワ

ークにおいて支障となっている事柄(例え

ば、他機関の専門性や法的基盤に関する知

識、守秘義務の保持、記録の取り方や管理

方法、信頼関係の形成方法など)を明らかに

した。

(3)個々の児童生徒や家族（養育者）への個

別支援計画の作成やアセスメント、校内支

援チーム体制づくりのためのワークショッ

プ方法や資質向上のためのプログラムやト

レーニングプログラム（その評価方法を含

む）の開発を実証的におこなう。小、中、

高、特別支援学校ごとに、関係機関別に一

定の般化しうるグランドデザインの作成や

アプローチ技法のマニュアル、アセスメン

トツール、研修用教材の開発と実践的検証

である。例えば、「多問題家庭への訪問技

術」「関係機関との調整機能の活性化」、

「学校の地域ネットワークの形成と社会資

源の活用」「支援チームの運営方法とコー

ディネートの実際」などについて、現職研

修における検証実践の実施を通じて評価尺

度の開発をおこなった。

なお、報告書として、「スクールソーシャ

ルワークの視点を活かした学校支援ガイド

ブック」を作成。また、4年間の研究成果を

もとに、下記の論文発表、著書刊行等をおこ

なった。
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